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とにしました。募集をしてみるとパソコンが趣味である学生からたくさん応募があり
関係者を驚かせました。その学生たちもPC9801が自由に触れることに憧れて，採用後
は目を輝かせて勉強し，スタッフとして十分戦力になり，現在でもその制度は続いて
います。
良い環境は良い人材を育てる
　学生相談員を先頭に学生たちの「やる気のスイッチ」をいれるために，センタース
タッフたちは必死ですばらしい情報環境を整備しました。
　パソコン全台（50台）に「一太郎」と「ロータス１－２－３」を導入，またタイピングも
ままならない学生がほとんどでしたので，タイピングソフトを独自に開発し，情報科
目を履修する条件として，認定証を発行し，履修者は授業スタート時には一定以上の
タイピング技術が確保され，情報教育の質の向上に貢献しました。情報教育用の初心
者用テキストも作成しました。
　その後も，外国語教育のために，Macintoshを60台設置した実習室をつくり，極
めつけは，先日亡くなったスティーブ・ジョブズが開発した，オブジェクト指向OS
「NEXTSTEP」を50台導入して，全国の大学から注目を浴びました。
最後に
　今振り返ってみますと，毎日，情報教育の担当教員，学生スタッフと全国一の文系
情報環境を整えるために試行錯誤の連続でした。そ
の結果，私立大学情報教育協会（私情協）フォーラ
ムを愛知大学で開催するまでになり，情報処理セン
ター関係者の多くが私情協の委員になり名実ともに
この地区ではナンバーワンの情報環境を持つ大学に
なったと思います。今でも学生相談員たちとは年に
一回集まって，酒を飲み，パソコン談議をしていま
す。「Mac OS X」「iOS」はNEXTSTEPにそっくりだとか，
「NovellのNetWare」はネットワークの勉強にとても
役立ったとか。深夜まで思い出話には事欠きません。
さようなら名古屋情報処理センター。
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